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PCB処理だより
令和3年3月
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PCB News PCB（ポリ塩化ビフェニル）を一日も早く根絶するため、

東京以西31都府県のPCB廃棄物を広域的に受け入れ、
若松区響町にある処理施設で処理しています。

北九州市環境マスコットキャラクター
ていたん＆ブラックていたん

第45回北九州市PCB処理監視会議を開催
　令和3年2月3日（水）に、「第45回北九州市PCB処理監視会議」を開催しました。
　今回は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、Web会議で開催しました。監視会議委員14名
のほか、JESCO、環境省、本市の北九州PCB処理事業に携わる関係者が出席し、下記の議題について
議論が行われました。また、傍聴者はWeb上で視聴しました。

　また、「北九州PCB処理事業所の立入」についても現場対応は取り止めて、事前にビデオ撮影し、映像による確認を行いました。
　今回、「第1期施設の解体撤去工事の様子」と「第2期施設の処理促進のための安定器分離処理開始に伴う機器の設置状況」
について、説明があり順調に進んでいることを確認しました。

グローブボックス本体解体撤去の様子 コンデンサ位置特定X線装置 安定器切断機粗解体設備解体撤去の様子
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項 目

処理重量①

処理率①/②

処理対象重量②

3,452ｔ

3,630ｔ

95.1％

合計

7,462ｔ

10,878ｔ

68.6％

1,723ｔ

2,950ｔ

58.4％

2,287ｔ

4,298ｔ

53.2％

豊田事業
エリア

拡大受入分

大阪事業
エリア

（表-1）※処理対象重量②（缶重量を含む）については、JESCO未登録及び掘り起こしを含む見込量

1．北九州PCB廃棄物処理施設の操業状況等

委員から、「今後の処理計画を聞くと、期限内での処理が厳しいことを懸念しており、早急に具体的な対策を立てるべきである。」「既に約束した
受入量の処理は完了している。そのことを踏まえて、環境省は今後の対応を考えていただきたい。」と意見がありました。

北九州市から、「期限内での処理完了は約束であり、その約束を果たすために環境省は最大限努力すること。」と環境省に改めて要請しました。

はじめに、環境省から、関係自治体の掘り起こし調査
が進展したこと等に伴い、安定器・汚染物等の処理
対象重量の総量を精査した結果の報告がありました。

次に、JESCOから、環境省が精査した処理対象重量
を基に、令和2年12月末時点の処理の進捗報告が
ありました。（表-1のとおり）

最後に、環境省から、安定器・汚染物等の処理期限で
ある令和3年度末までの処理計画の報告がありました。
● 当初の見込みの甘さから処理対象量が大幅に増加。
● これまで処理促進策を講じてきたが、現状のままでは
期限内での処理完了は厳しい状況。

● 今後も更なる処理促進策を講じ、期限内処理に最大限
努力する。
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北九州PCB廃棄物処理施設の操業状況等
安全かつ期限内処理に向けた取組
北九州PCB処理事業所第1期施設の解体撤去の状況等

第1期施設の解体撤去工事の様子 第2期施設の安定器分離処理機器の設置状況
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※ PCB処理の進捗など、地域の集会等に市の職員が出向いて、説明を行います。
　 ご希望の方やPCB処理だよりについて感想やご意見がございましたら、上記までご連絡ください。
※ この事業について、詳しくは専用ホームページ（http://www.waste-info.jp/pcb/）で!!

環境局環境監視部環境監視課

3．北九州PCB処理事業所第1期施設の解体撤去の状況等

2．安全かつ期限内処理に向けた取組み

委員から、「環境モニタリング結果は全て基準値内であるが、念のため基準値よりだいぶ低い数値で
あっても上昇傾向が見られれば再測定を行うことも必要と思う。」「事業所内トラブル事象は、過去にも
発生した事象を踏まえて再検証することも必要と思う。」と意見がありました。

JESCOから、委員のご指摘の点を踏まえて、必要な対応を検討していくとともに、より一層の安全対策
に努めていくと発言がありました。

委員から、「周辺環境や作業環境に影響がないよう、安全管理
レベルに応じた対策を引き続き徹底するように。」「PCBを拭き取る
作業は適正かつ確実に行うように。」との意見がありました。

JESCOから、委員からのご指摘の点は改めて徹底し、地元の
皆様に安心して頂けるように万全の体制を講じてまいりますと
発言がありました。
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破砕設備分解解体順序

● ● ● ● ● ●

● 長野県： 令和2年10月15日（木） 長野県庁議会棟
● 石川県： 令和2年11月  5日（木） 石川県庁行政庁舎

● 岩手県： 令和2年11月11日（水） 岩手県環境保健センター
● 秋田県： 令和2年11月12日（木） 秋田県健康環境センター

本市のこれまでの取組みや北九州
事業エリアの事例を紹介してきました。
参加者からは「全国で初めて変圧器・
コンデンサーの処理を完了した北九州
事業エリアの知見を生かし、PCB廃棄物
の期限内の確実な処理に向けて取組み
を行っていきたい」等の意見が寄せられ
ました。

「PCB処理に関する情報サイト」
ニュース
「北九州PCB処理事業所第1期施設の解体撤去情報」
についてトップページからアクセスできるよう改善しま
した。現場の様子等を動画で見ることが出来ます。
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講演会の様子（秋田県） サイトトップページ

全国のPCB廃棄物早期処理促進を図るため、
中部・東北地域で先進事例を紹介
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次に、JESCOから、「長期安全計画」「事業所内トラブル事象」について、安全な操業を確保するため、継続して安全対策を講じて
いること、事業所内で発生したトラブル事象は2件（令和2年8月～12月）、ヒヤリハット事例は実体験が5件、仮想が147件
（令和2年1月～12月）、全ての事象・事例に対応していることの報告がありました。

最後に、北九州市から、「安全かつ早期の処理完了に向けた取組み」について、事業所内への抜き打ちによる立入検査等きめ細かな
監視指導を実施していること、環境省から、「受入条件の履行状況」について、全ての項目に対応していることの報告がありました。

JESCOから、現在、解体撤去作業が進められている第1期
施設の作業状況及び今後の作業計画について、映像を用いて
報告がありました。
● 先行工事として実施している「グローブボックス（GB）」と「粗解体
設備」の解体撤去は、周辺環境や作業環境に影響なく、無事故・
無災害で計画通り完了。

● 「破砕分別室」については、令和3年1月に着工しており、第1段階
としてトランスコアを破砕する設備を解体し、第2段階として
コンデンサの素子を破砕する設備の解体を計画。

● 「VTR等設備」に関しては、令和2年度中の着工を計画。

はじめに、JESCO・北九州市から「環境モニタリング結果（令和2年度「夏季」「秋季」実施分）」に
ついて、全ての項目において環境基準等に適合していたとの報告がありました。


